
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

要求からの主な変更点

0 概算事業費（B（A）+C） 136,928 153,584 163,561 184,849

74,322 74,322 74,322 0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度 26年度

H27

概　算
人件費

9.00 9.00 9.00 9.00

74,322

62,606 79,262

2,018 2,030 12,296 21,471 0

9,23312,904 15,500 7,546

69,397 79,823

64,712

目標 成果 達成状況

文化財修理
等補助件数

50件 56件

項目
H26末

（見込）

Aの
財源

49,790 71,948

当初予算 64,712 89,478 89,239

27要求27要求27要求27要求 27予算案27予算案27予算案27予算案 成果目標の達成状況

予
算
額

前年度繰越

110,527

合計（A) 89,478 89,239 110,527 0

年度末文化
財指定等件
数

1,210件 1,223件

H28
目標

補正予算

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27実施内容

天然記念物対策費 委託 　特別天然記念物カモシカ調査事業の実施 19,159 20,593

埋蔵文化財保護対策 直接
　市町村埋蔵文化財担当者発掘調査技術研修会
等の開催、県内遺跡調査・埋蔵文化財包蔵地パト
ロール等の実施

2,864 4,617

（要求）

目指す姿

現状
（予算編成

時）

・県民共有の貴重な文化財の保護を図るため、文化財保護法に基づき文化財指定を推進し、文化財の保護継承を行政の責務として
進める必要がある。
・文化財保護のためには「活用」も重要な要素であるが、文化財活用の取組は進んでいないため、文化財情報の発信や活用事業の展
開が必要がある。
・開発事業に関わる事前の遺跡保護協議を行い、開発と保護の事業調整を実施し、埋蔵文化財の適切な保護を行っている。

県が関与
する理由

文化財指定等による文化財保護の推進及び支援を行うことで、多くの県民が地域の文化財を理解し、適切に保存・活用し、未来に継
承する。
（平成29年度末までに、文化財指定件数を1,250件とする。）

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

文化財保護法、文化財保護条例

２　文化芸術の振興 実施期間 S25 ～

県民との協働による実施： 検討中

事業番号 15 07 11 事業改善シート （27年度実施事業分）　　■当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 文化財総合対策費文化財総合対策費文化財総合対策費文化財総合対策費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

課・室 文化財・生涯学習課

総合５か
年計画

プロジェクト  ６－５－２　誇りある暮らし実現プロジェクト E-mail bunsho@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
７－３　生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

（指摘事項等） （対応）

・保護すべき文化財の指定等を進めるとともに、文化財所有者等が行う修理事業等を支援し、県民共有の財産である文化財の保
護・継承を図る。
　(H27年度末文化財指定件数　目標1,223件  H29年度末目標1,250件)
・文化財の適切な保存・活用を図り後世へ継承していくため、国、県が指定等した文化財の保存修理や防災対策等を支援する。
　（H27年度文化財修理等補助件数　目標56件）

89,239 110,527 0

（予算案）

文化財総合対策 直接

　文化財保護審議委員による文化財調査の実施及
び文化財指定のための審議会開催、文化財パト
ロールの実施、文化財に係る普及啓発等の実施、
文化財を活かした地域創生推進事業の実施、信州
伝統行事（芸能）継承モデル構築事業の実施

合計

H26 H27

文化財の修理及び防災事業 補助金

　国・県指定等文化財の適切な保存・活用を図るとと
もに、持続的に後世に継承するため、所有者等が行
う文化財の修理・防災等に要する費用の一部を助
成

60,000 62,993

（当初）

7,216 22,324


